
地方創生関連交付金に係る事業実施結果報告 

１.事業の名称・実績額等

①交付金対象事業の名称 
東京オリンピック・パラリンピックの効果が次世代に引き継が

れるレガシーの創出 

②交 付 金 の 種 類  地方創生推進交付金 ③実績額 
交付金対象事業費 300,000 円

（うち交付金 150,000 円）

２.重要業績評価指標（目標値と実績値） 

④当該事業における重要業績評価指標（KPI） 

→

⑤事業終了時点に 

おける実績値  指 標 目標値 目標年月

指標１ 姫路城の外国人観光客数 307,000 人 H29.3 365,000 人 

指標２ 
関連スポーツ施設の動員数（姫

路市、佐用町、加西市の合算） 
389,318 人 H29.3 364,333 人（※１） 

指標３ 
コンサート等の入場者数（姫路

市、佐用町、加西市の合算） 
2,400 人 H29.3 2,446 人 

※１ 姫路市動員数が対前年比大幅減のため。 

３. 事業の目的、内容、事業の実施結果、今後の方針等

【事業全体としての背景・目的等】 

 播磨は、編纂 1300 年を迎えた播磨国風土記をはじめ、長い歴史の中で培われた歴史文化が存在す

るとともに、古くから交通の要衝であり、文化交流の拠点として栄えてきました。そのため、日本ら

しいコンテンツである城郭[姫路城]や日本庭園[好古園]（姫路市）のほか、五百羅漢（加西市）、利

神城跡や宿場町平福（佐用町）などを有しており、日本文化を体感できる地域です。また、文化施設

が多く、人の交流も盛んであるため、歴史文化のみならず、市民文化が豊かな地域でもあります。現

在、リオ五輪後の世界の関心は東京オリンピック・パラリンピックに集まり、スポーツ、文化に対す

る意識を醸成するには絶好の機会となります。 

 これらの資源や機会を活用して、スポーツ・文化・観光を融合した人材育成、拠点整備、情報発信

の施策を行うことにより、「観光都市」だけでなく、「文化・芸術都市」、「スポーツ都市」という、新

しいはりまの創生を目指して当事業を実施するものです。 

（当事業は、播磨圏域連携中枢都市圏の中心市である姫路市を中心に、加西市・神河町・佐用町

の４市町で取り組む広域連携事業です） 

 なお、地域ゆかりのスポーツチームの拠点整備事業として、町民体育館のトイレの洋式化等の

ハード事業を申請していましたが、連携市町のハード事業も含め、全額対象外とされました。 

事業⑦



【平成 28 年度佐用町分の事業の内容、実施結果・今後の方針等】 

○音楽・芸術のまち・はりまプロジェクト 

  当該申請団体（姫路市・加西市・神河町）と連携した音楽・芸術鑑賞機会を提供する事業です。

具体的には、平成 28 年度事業として「2017 佐用寄席」を平成 29年２月 12日に開催しました。 

出演は月亭八方・月亭方正による落語、テンダラーによる漫才と、本場でもあまり実現できない

豪華な顔ぶれとなったことから、佐用町民はもちろん近隣市町からの来場者も多く、323 名の来場

者が、普段触れる機会の少ない伝統芸能を身近に感じることができました。 

「事業全体としての背景・目的等」にも記載のとおり、スポーツ・文化・観光を融合した人材育

成・拠点整備・情報発信の施策を行うことにより、「観光都市」・「文化・芸術都市」・「スポーツ都

市」という、新しいはりまの創生を目指すという目的のほか、佐用町のみでスポーツ・文化事業等

を行っていくのではなく、構成市町が連携して情報交換等を行うことによって、相乗効果を生み出

していこうとしているものです。 

  今後も連携してスポーツ及び文化の関連事業を実施することにより、各市町が求めるスポーツ・

文化に係る人材育成を図るとともに、播磨圏域連携中枢都市圏の構成市町から参加を募って、播磨

圏域全体の住民スポーツ及び住民文化の醸成につなげていきたいと考えています。 

  なお、地方創生推進交付金を活用した当事業は、平成 28 年度から平成 30 年度までを期間とする

３ヶ年度の事業となっています。平成 29 年度・30 年度には下記の事業を実施予定です。 

（平成 29年度・30年度に当交付金を活用して実施する事業） 

 ◇オリンピアン・パラリンピアン等によるスポーツ交流事業 

  ・当該申請団体と連携したスポーツ大会、講演会等の実施 

・指導者、児童等向けの講習会の開催 など 

◇音楽・芸術のまち・はりまプロジェクト 

  ・当該申請団体と連携した音楽・芸術鑑賞機会を提供 

  ・地域住民による芸術活動発表の場の提供 など 

月亭八方さんによる落語募集チラシ 


